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は じ め に

経 口剤型のAmpicillioは,今 日その幅広い抗菌性 と,使 用

の容易性 より広 く用 い られ ている抗生剤であるが,内 服時の

胃腸障害 と,吸 収の不良性が難点とされていた。最近Ampicillin

をエステル化す る事 により.経 口投 与 時の胃障害の副作用を

除き,か つ吸収性を高め,生 体 内において活性型のAmpicitlin

に変 化 す る事 により高い抗菌力を しめす ものが 現れ て来 た。

之等 の ものには,Talampicillin, Pivampicillin等 が,既 に開

発されているが,今 回 更に スェーデ ンのアス トラ社によ り開

発されたBacampicillinが 提供 されるようになった。

我 々は本 剤を用いて.臨 床的 に種 々の感染症 に使用 し,若

干の成績 を認めたので報告 する。 治験 期間は昭和52年5月 か

ら53年1月 までである。

使用 薬 剤 及 び検 索方 法

Bacampicillin(以 下BAPCと 略 す)は,白 色 の フ

ィル ム コ ー テ ィ ン グ錠 で,1錠 中 にはABPCと し て

250mg(力 価)を 含有 して い る。

本 剤 を当院 の外 来 及 び入院 患 者 中,急 性感 染 症51名 に

内服 せ しめ て,そ の効 果 を検 討 した。

患者 は7才 よ り69才 迄 の 男19名 女32名 の計51名 で あ る

が,こ のうち外来患者は23名,入 院患者 は28名 である。

疾患別では,外 来患者は急性乳腺炎10例,皮 膚軟部組織

感染症8例,虫 垂炎術後の創感染 及び穿孔性 腹膜炎で腹

壁 に0孔 を残 したまま退院 したもの計3例,急 性虫垂炎

で本人の都合により手術せぬもの1例,急 性 腎盂炎1例

の計23例 である。入院患者は28例 中,胆 石症胆道系疾患

12例,胃 潰瘍穿孔及び胃切 除後の腹膜炎各1例,穿 孔性

虫垂炎による腹膜炎10例,腎盂 炎4例 である。

使用方法は,1日3回 。 各食後1回1錠,250mg内 服

を原則としたが,症 例によっては増量 したもの もある。

臨床効果の判定は,著 効。有効,や や有効,無 効の4

区分とした。

著 効:投 与2日 以内に自覚的及び他覚的症状の消失

(excellent)した もの。 菌検査 にて起炎菌の消失したもの。

有 効:投 与4～5日 以内 に症状の半数以上が消退 ま

(good)た は軽快 したもの。菌検査実施にて起炎菌の

消失 または減少 したもの。

やや有効:5日 以内に症状 の一部が消退 または軽快 した

(fair)も の。起炎菌が減少した もの。

無 効:6日 以上経過 しても症状改善がないが,悪 化

(poor)し たもの。起炎菌が減少しない もの。

使用結果は51例 中,著 効13例,有 効32例,や や有効6

Table 1 The clinical effect of Bacampicillin after oral administration for patients with

acute mastitis (during lactation : outpatients)
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Table 2 The clinical effect of Bacampicillin after oral administration for patients with
surgical infectious diseases (outpatients)

例で,無 効例はなか った。(有効以上88.2%)

以下疾患別に使用症例 を検討する。

1. 急性乳腺炎(Table1)

10例全例授乳 中の女性であるが,外 来にて処置した。

全例局所の発赤腫脹,疼 痛,硬 結を有 していた。6例 は

膿瘍 を形成 し,う ち4例 には切開を加えたが,2例 は2

～3日 間隔の穿刺排膿のみにて,又3例 はリバ ノールに

よる冷湿布,1例 は何等の併 用療法を行 わずに軽快せ し

め得 た。全例 そのまま患側乳 腺よりも授乳せ しめたが,

乳児にも何等の副作用を認めなか った。

2. 外来における外科的感染疾患(Table2)

〓疽3例,外 傷創感染2例,膿 瘍2例,肛 門周囲炎1

例,虫 垂炎術後の創感染2例,穿 孔性虫垂 炎による腹壁

膿瘍兼瘻 孔の1例,虫 垂 炎1例,腎 盂炎1例 である。

症例8は,胃 癌手術後5年 目にイレウスを併発 し,2

回に亘 る手術後に慢性肝炎 を合併治療中の患者であるが,

下腹部 に膿瘍 を形成し,遠 方 よりの通院患者のため,2

週間投薬2回 を行 ったため,28日 間の投与 日数 となった。

切開術の包交は 自宅 で行 なわ しめたが,臨 床検査成績 に

て(Table5)GOTの 軽度上昇 を認めたが,投 与終了後

2週 にて正常値に復 した。

症例12は,下 熱剤を併用したが,2日 にて下熱 し,4

日目には症状軽快,尿 中菌 も陰性 となり極めて良好な経

過を得た。 又胃弱にもかかわ らず,胃 腸障害 を訴えなか

った。

症例13は,1回1錠1日3回 の指示 にもかかわらず,

1回3錠1日3回 計9錠 を内服 したが。何等の副作用を

認めなかった。

3. 腹膜炎及び腎盂 炎(Table3)

胃潰瘍穿孔 及び,胃 切 除後の縫合不 全による腹膜炎各

1例,穿 孔性虫垂 炎による腹膜 炎10例,腎 盂炎4例 に使

用した。

症例1は 胃潰瘍穿孔によ り,胃 切 除及び ドレナージを

施行,CET,DKB,TOB等 を使 用 し,全 身状態軽快後,

ABPCに 変更 したが,尚 腹壁瘻 孔 が存 在し排 膿が持続

していた。本剤を術後30日 目に投与 したところ,良 好な

成績を認めた。

症例2は,胃 切 除後10日 目に縫合不全によると思われ

る腹膜炎 を併 発,CET,CBPC,DKB等 を使 用 し,全

身状態軽快後,BAPC内 服 としたものである。

症例3～12は,穿 孔性 虫垂炎による腹膜炎で,手 術 当

初は注射剤を使用,本 剤 の使用開始時期が症例 によって

差異はあるが,全 例 略良好 な結果 を得 た。

4. 胆嚢 炎及び胆道系疾患(Table4)

症例7,8は 内科的治療 のみ にて軽快 し,症 例12は,

胆汁性腹膜炎の術後使用例であ るが,他 は全例,手 術前

使用である。

症例9は,急 性腹症 として入院,全 身状態不良のため,

CEZ,DKB等 を併 用,入 院3日 目よりBAPCの 内服

を併用 したが,そ の後黄疸が増強し,BAPC20日 間内
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Table 3 The clinical effect of Bacampicillin after oral administration for patients with
infectious abdominal diseases (hospitalized)

Table 4 The clinical effect of Bacampicillin after oral administration for patients of

cholecystitis with cholelithiasis (hospitalized)
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Table 5 Laboratory findings before and after Baeampicillin, administration

B : Before A : After

服後,手 術を行 い,胆 嚢摘 出,総 胆管 ドレナージを施行

したが,術 後3日 目肝腎症候群 により死亡 した症例であ

る。

又症例11は,黄 疸 及び急性胆嚢炎として入院,3日 間

のCBPC治 療 後,BAPCの 内服 を行 った患者であるが,

BAPC内 服1週 間 目頃 より,一 時軽快 していた黄疸が増

強し,肝 機能の急激な悪化を認め,黄 疸軽減の 目的にて

開腹 を行 い,胆 道癌の肝両葉転移を認め,PTCDの みを

行 ったが,術 後3日 目肝機能不全のために死亡 した症例

であ って,BAPC投 与 後の急激 な肝機能 の悪化は原病

の胆道癌,肝 転移のため と推定している。

血液所見,肝 機能等の臨床検査値 をBAPCの 投与前

後に亘 り実施 した例の値 をTable5に しめしたがT4-

11の 症 例を除きBAPCに よると思 わ れる異常変化は認

めなか った。

全例に特異なる副作用は認めなかった が,内 服時に異

常臭 を訴えたものが2～3あ り,或 患者は石油臭 と表現

しているが,発 疹,胃 腸障害等の副作用は全く認められ

なか った。

考 按

今日もっとも広 く用いられている抗生剤にAmpicillin

がある。特 にその経 口剤は,あ らゆる感染症に対 し第1

撰択に近 い状 態で使用されている。

しか し本剤の欠点は内服 した場合,胃 腸障害 と吸収 の

不良性 が認められている。Bacampicillinは この点の改

良剤として開発されたものであるが,ABPCに 比 して

同一人に於ける血中濃度は2倍 以上 を示 し,し かも吸収

が早 く,0.5～1時 間にて ピーク値 に達 するとされてい

る4)。

我 々も術後胆汁瘻の患者 にクロスオーパー法にてBA

PC,ABPCの 比較 を行 ったが,BAPCは 胆汁及び血中

濃度 の双方に高値 を示す ことを認めている1)。

臨床例 にて胆のう炎12例 に使 用 した結果 は,Table4の

如くであるが,4例 はやや有効との結果であったが,他 の

8例 は全例有効 との成績 を得た。従 って胆のう炎は本剤

のもっとも良い適応の1つ と考えられる。

一方虫垂炎患者の術前にBAPC500
mgを 投与 し切除

した虫垂組織のABPC濃 度 は炎症 の程度 に比例 して高

値を示す成績を得 た。 これは我 々の以前の他剤の研究成

績と同一傾向 と言える2),3。

この結果穿孔性虫垂炎の手術後に使用 した10例 は1例

を除き有効以上 の成績を認め,腹 膜炎も本剤の有効 な疾

患 と考えられる。

その他 各種感染症に使用 したが,.全例中88.2%の 有効

以上の成績を得た。

起炎菌ではKlebsiltaの 一部 にやや成績 のよくない傾

向があるが,E.coliあ るいはグラム陽性菌には有効以上

の成績 を示すものが 多いとの結果 を得た。

結 論

Bacamipicillip(1)錠剤を51例 の感染症 の患者 に使用し,

著効13例,有 効32例,や や有効6例(有 効 以上88 .2%)

の成績を得た。
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CLINICAL EFFECT OF BACAMPICILLIN AFTER ORAL ADMINISTRATION

IN PATIENTS WITH INFECTIOUS DISEASES

TAKASHI NAKAMURA, IKUO HASHIMOTO, YASUO SAWADA,

JIROH MIKAMI and EIICHI BEKKI*

Department of Surgery and Medicines*, Te nshi General Hospital

Bacampicillin hydrochloride (BAPC) for oral administration was given to 51 patients with acute or subacute
infectious diseases, 23 cases were outpatients and 28 patients were hospitalized. They were 10 acute mastitis, 10 acute
peritonitis after perforative appendicitis, 12 cholecystitis with cholelithiasis, 5 pyelonephritis and others.

The clinical evaluation of results was classified into excellent in 13 cases, good 32, fair 6, poor none, the
effectiveness rate was 88.2 percent.

With BAPC, the following side effect developed: the increase of GOT was observed in one case of cholecystitis,
but other cases were none.


